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公民館だより 

内
老
連
ワ
ナ
ゲ
大
会

大
盛
会 

【
３
月
の
行
事
予
定 

】 

４
日
（
水
） 

新
旧
区
長
会
引
継
会 

７
日
（
土
） 

内
小
体
育
館
ワ
ッ
ク
ス
掛
け 

 

13
日
（
金
） 

内
外
海
小
卒
業
式 

〃  
 
 
 
 
 

定
例
民
生
委
員
協
議
会 

14
日
（
土
） 

市
老
連
芸
能
祭
（
文
化
会
館
） 

18
日
（
水
） 

青
海
先
生 

講
演
会
（
９
時
半
～
） 

25
日
（
水
） 

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
教
室 

〃   
 
 
 
 

内
外
海
保
育
園
卒
園
式 

26
日
（
木
） 

内
外
海
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

総
会 

27
日
（
金
） 

内
外
海
婦
人
会
総
会 

 

 

【
３
月
の
休
館
日 

】 

２
日
（
月
） 

９
日
（
月
） 

15
日
（
日
）
家
庭
の
日 

16
日
（
月
） 

20
日
（
金
）
春
分
の
日 

23
日
（
月
） 

30
日
（
月
） 

２
月
20
日(

木)

朝
９
時
よ
り
、久
須
夜
交
流
セ
ン
タ
ー
で 

26
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

内
田
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
下
西
体
育
委
員
か
ら
ル
ー
ル
の
説
明
を

聞
き
、
さ
っ
そ
く
競
技
開
始
で
す
。
み
ん
な
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
行
か
な
か
っ
た
り
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た

り
、に
ぎ
や
か
に
み
ん
な
楽
し
く
親
交
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
の
成
績
発
表
で
は
、
上
位
３
人
に
は
、
新
鮮
な
牡
蠣
が
賞
品
と
し

て
贈
ら
れ
た
他
、跳
び
賞
あ
り
、最
高
齢
賞
あ
り
と 

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

!!

２
月
８
日(

土)

午
後
か
ら
、
内
外
海
小
学
校
で
は
一
年
間
取
り

組
ん
だ
学
習
の
発
表
会
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。  

敬
称
省
略
で
す
が 

書
け
る
限
り
の
結
果
発
表 

☆
優
勝 

野
村 

冨
佐
江  

☆
二
位 

川
代 

友
三 

☆
三
位 

田
中 

幸
子 

・四
位 

上
田 

ト
ヨ
子 

・五
位 

中
積 

弘
武 

・六
位 

小
南 

佐
奈
美 

・七
位 

野
村 

親
史 

受
賞
の
方
々 

各
学
年
と
も
、発
信
内
容
が
は
っ
き
り
わ
か
り 

参
加
者
に
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。特
に
命
の 

テ
ー
マ
で
は
赤
ち
ゃ
ん
時
の
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン 

に
出
た
と
き
に
は
、笑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、保
護
者
（
親
・祖
父
母
）
の

涙
を
さ
そ
い
ま
し
た
。育
て
の
苦
労
が
思
い
だ
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

命
を
大
切
に
、内
外
海
を
愛
す
る
元
気
な
「
内
外
海
っ
子
」
の
発
表
で
し
た
。 

１
年
「
と
ど
け
よ
う 

笑
顔  

み
ん
な
が
ス
タ
ー
」 

 

２
年
「
さ
よ
な
ら
ハ
ム
ち
ゃ
ん 

あ
り
が
と
う 

命
」 

 

３
年
「
小
浜
・内
外
海 

た
ん
け
ん
隊
」 

４年「わかめの大冒険 in 内外海」 

 

５
年
「
生
き
る
～
人
と
の 

で
あ
い
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」 

 

６
年
「
活
性
化
を
考
え

る
最
後
の
パ
ー
ツ
～
歴

史
と
文
化
か
ら
地
域

の
魅
力
を
探
る
」 

 

３
月
18
日(

水)

朝
９
時
半
～
10
時
半
ま
で
、久
須
夜
交
流
セ

ン
タ
ー
和
室
で
、福
井
大
学
名
誉
教
授
「
青
海
忠
久
（
せ
い
か
い 

た
だ
ひ
さ
）
先
生
」
を
お
迎
え
し
て
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

青
海
先
生
は
、大
阪
出
身
で
す
が
、学
生
の
頃
、若
狭
の
海
に

潜
り
、
若
狭
の
海
に
惚
れ
込
ん
で
し
ま
わ
れ
た
そ
う
で
す
。そ

の
後
海
洋
学
を
学
ば
れ
、福
井
県
立
大
学
の
教
授
と
な
り
海
洋

生
物
資
源
学
部
で
多
く
の
学
生
を
指
導
し
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
は
、福
井
県
立
大
学
の
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
、堅
海
に
あ 

る
「
ふ
く
い
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
」
の
セ
ン
タ
ー
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
講
演
会
で
は
、皆
さ
ん
に
ふ
る
さ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を

再
認
識
し
て
も
ら
っ
て
、若
者
の
流
出
を
減
ら
し
、ま
た
、地
区
外

か
ら
の
移
住
希
望
者
を
受
け
入
れ
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
た

い
。
老
人
会
の
事
業
を
理
解
し
て
頂
い
て
、
一
人
で
も
多
く
組
織

に
加
入
し
て
頂
き
た
い
等
の
願
い
を
込
め
て
青
海
先
生
に
講
演

を
依
頼
し
ま
し
た
。 

年
齢
性
別
を
問
わ
ず
、多
く
の
皆
様
に
聞
き
に
来
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ま
、ご
近
所
お
友
達
お
誘
い
あ
わ

せ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

倉
谷
千
惠
子
さ
ん
の
「
ふ
る
さ
と
の
み
仏
を

訪
ね
て
⑮
」
は
５
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。 
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１
月
18
日(

金)

数
珠
繰
り 

無
病
息
災
、
海
上
安
全
を

祈
願
し
約
30
ｍ
も
の
大
数

珠
を
回
し
ま
す
。 

１
月
26
日
（
日
） 

遠
敷
の
サ
ン
サ
ン 

ホ
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、 

内
外
海
地
区
か
ら
は
、 

田
烏
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
３
チ
ー
ム
９
人
が

参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
田
烏
Ａ
チ
ー
ム
が
全
戦
全
勝

の
完
全
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
!!

す
ご
い
で
す
ね 

～
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

２
月
２
日
（
日
）
小
浜
市
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
内
外
海
地
区
か
ら
も
精
鋭
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。 

予
選
リ
ー
グ
で
は
宮
川
地
区
と
今
富

地
区
の
２
地
区
と
対
戦
し
ま
し
た
。
ど
ち

ら
の
試
合
も
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
勝

ち
ま
し
た
が
、
や
は
り
相
手
は
強
く
、
他

は
な
か
な
か
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。 

選
手
と
役
員
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。
次
回
ま
た
頑
張
っ
て
下
さ
い
。 

 

小
浜
市
成
人
大
学
講
座 

「
お
も
て
な
し
の
心
～
外
国
人 

に
伝
わ
る
地
域
の
魅
力
の
紹
介
方
法
」 

近
年
、
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
外
国
人
観
光
客
を
受
け
入
れ
る

時
の
心
構
え
、
地
元
の
魅
力
ポ
イ
ン
ト
の

伝
え
方
、
外
国
人
目
線
で
の
観
光
紹
介
の

し
か
た
な
ど
を
、
実
際
に
通
訳
案
内
士
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
わ
か
り
や
す

く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

日
時
：３
月
18
日
（水
）
14
時
～
15
時
30
分 

場
所
：小
浜
市
中
央
公
民
館 

２
階
ホ
ー
ル 

講
師
：全
国
通
訳
案
内
士 

生
島
あ
ゆ
み
氏 

入
場
無
料
。 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

お
問
合
せ
は
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（07
7

0
-
6

4
-
6

0
3

3

）
ま
で
。 

 

タ
イ
王
国
訪
問
記 

（
２
） 

ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
空
港
か
ら
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
バ
ン
コ
ク
中
央
駅
へ
午
後

7
時
に
着
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
晩
の
腹
ご

し
ら
え
を
し
て
夜
行
汽
車
で
ス
リ
ン
県
ス

リ
ン
駅
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

バ
ン
コ
ク
中
央
駅
で
目
に
し
た
も
の

は
、
次
の
こ
と
で
し
た
。 

①
駅
待
合
ベ
ン
チ
に
お
坊
さ
ん
専
用
席

が
あ
り
、
一
般
の
人
は
座
れ
ま
せ
ん
。（
タ

イ
王
国
で
偉
い
の
は
王
様
、
お
坊
さ
ん
、
象

さ
ん
で
す
。） 

②
治
安
が
良
い
よ
う
で
遅
く
ま
で
Ａ
Ｔ

Ｍ
が
稼
動
（
終
夜
か
な
？
）
し
て
ま
す
。 

③
食
事
代
が
チ
ャ
ー
ハ
ン
・
ラ
ー
メ
ン

で
280
円
く
ら
い
で
す
。（
安
い
！
） 

寝
台
列
車
は
、
冷
房
が
ガ
ン
ガ
ン
に
効

い
て
（
外
気
は
30
度
）
厚
手
の
も
の
を
羽

織
ら
な
い
と
風
邪
を
引
き
ま
す
。（
タ
イ
王

国
の
お
も
て
な
し
は
と
に
か
く
冷
房
を
効

か
せ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。）
朝
５
時
に
ス

リ
ン
駅
に
着
き
ホ
テ
ル
へ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

し
ま
し
た
。 

早
速
ス
リ
ン
駅
か
ら
象
ま
つ
り
会
場
ま

で
パ
レ
ー
ド
の
象
（
象
の
数
は
約
70
頭
）

に
乗
り
ま
し
た
。
沿
道
に
は
地
元
の
歓
迎

が
あ
り
感
動
し
ま
し
た
。 

ま
た
写
真
の
と
お
り
沿
道
に
は
数
キ
ロ

に
渡
り
象
さ
ん
の
食
べ
物
（
ス
イ
カ
・
パ
イ 

ナ
ッ
プ
ル
・
さ
と
う
き
び
・
バ
ナ
ナ
な
ど

が
）
な
ら
び
象
さ
ん
に
与
え
て
い
ま
し
た
。 

象
さ
ん
は
賢
く
、
食
べ
物
は 

自
分
の
口
へ
入
れ
チ
ッ
プ 

の
お
金
は
象
使
い
の 

も
と
へ
渡
し
ま
す
。 

午
後
は
、
シ
リ
ン
ト
ン
高
校
へ
向
か
い

ま
し
た
。
「
小
浜
市
に
日
本
で
最
初
に
象

が
来
た
ま
ち
」
の
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
次
に
浜
北
国
際
親
善
協
会
に
よ
る
ゲ

ー
ム
や
着
付
け
体
験
が
あ
り
シ
リ
ン
ト

ン
高
校
生
達
は
大
喜
び
で
し
た
。
因
み
に

シ
リ
ン
ト
ン
高
校
（
小
・
中
・
高
）
に
は

生
徒
が5000

人
い
る
そ
う
で
す
。 

 パレード① 

パレード② 
祭り会場へ出発 

タイ人は陽気です 

チップは象使いに！ 

シリントン高校でプレゼン 

パレード③ 
象さんはおとなしい 

パレード④  沿道には 
象さんの食べ物がずらり 

小
浜
市
の
Ｐ
Ｒ
も
タ
イ
語
の
通
訳
が
あ 

り
ス
ム
ー
ズ
に
紹
介
で
き
た
よ
う
で
す
。 

夜
は
、
シ
リ
ン
ト
ン
高
校
の
関
係
者
に

よ
る
歓
迎
会
が
あ
り
ま
し
た
。
タ
イ
王
国

に
も
カ
ラ
オ
ケ
が
普
及
し
て
い
ま
し
た
が

日
本
の
歌
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本

と
違
う
と
こ
ろ
は
、
歌
の
後
か
ら
ダ
ン
ス

が
あ
り
と
に
か
く
陽
気
な
お
国
柄
で
す
。

（
踊
り
は
、
ジ
ル
バ
・
マ
ン
ボ
・
チ
ャ
チ

ャ
チ
ャ
な
ど
他
ム
エ
タ
イ
ダ
ン
ス
も
あ
り

ま
し
た
。） 

明
日
は
、
い
よ
い
よ
象
が
200
頭
集
ま
る

『
象
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』。興
奮
し
て
眠
れ

ま
せ
ん
が
レ
ポ
ー
ト
は
来
月
号
の
第
３ 

回
目
に
致 

し
ま
す
。 

―
内
外
海
歳
事
記
―

 

ま
た
、
カ 

ル
タ
大
会 

の
前
に
は 

夏
に
作
製 

し
た
壁
新 

聞
の
表
彰

式
も
あ
り
、
田
烏
子
ど
も
会
高
学
年

の
「
思
い
出
新
聞
」
と
「
田
烏
新
聞
」

が
努
力
賞
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

  

ステキな広報紙が 
できました。 

１
月
14
日(

火) 

戸
祝
い(

上
・左) 

子
ど
も
達
の 

内
外
海
地
区
に
残
る
沢
山
の
歳
事
記
を 

掲
載
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

（
継
承
は
大
変 

で
す
が
続
い
て 

い
く
こ
と
を
願 

っ
て
・・・。） 

１
月
11
日(

土) 

作
り
初
め(

右
上) 

一
番
の
お
楽
し
み
行

事
で
す
。鈴
を
投
げ

入
れ
る
の
は
、
西
小

川
独
特
と
の
こ
と
。 

２
月
２
日(

日) 

咲
楽
館 

（
市
働
く
婦
人
の
家
）
で
は
、
市
連
婦

主
催
の
「
婦
人
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

れ
、内
外
海
婦
人
会
も
参
加
協
力
、中

野
婦
人
会
長
が
総
合
司
会
す
る
な
ど

皆
さ
ん
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。地
区
か
ら

の
出
し
物
で
は
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
が

出
演
し
自
慢
の
コ
ー
ラ
ス
を
響
か
せ

ま
し
た
。 


